
、

『
池
の
藻
屑
』
研
究
序
説

歴
史
物
語
の
系
列
化
と
枠
物
語
構
想

田
景
道

「
歴
史
物
語
」
の
歴
史
は
、
十
一
世
紀
の
同
木
花
物
語
』
成
立

に
始
ま
り
、
十
四
世
紀
ま
で
に
四
鏡
の
連
続
が
完
成
し
、
十
八

世
紀
の
『
池
の
藻
屑
』
『
月
の
ゆ
く
へ
』
ま
で
持
続
す
る
。
そ

の
間
、
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
と
十
四
世
紀
中
葉
頃

の
二
回
の
歴
史
上
の
転
換
期
に
著
作
が
集
中
し
、
室
町
時
代
か

ら
江
戸
時
代
前
半
に
空
白
期
間
が
あ
る
よ
う
に
粁
余
曲
折
し
つ

つ
も
、
一
つ
の
作
品
群
と
し
て
包
括
さ
れ
て
い
る
。
連
結
し
て

読
む
と
平
明
な
日
本
通
史
が
完
成
す
る
点
も
包
括
の
蓋
然
性
を

保
証
す
る
よ
う
で
あ
る
T
る
し
か
し
な
が
ら
、
各
作
口
如
の
内
{
夫

に
目
を
転
ず
る
と
、
物
語
体
の
歴
史
叙
述
、
文
芸
的
な
歴
史
書

と
い
う
以
外
に
包
括
の
根
拠
は
見
い
だ
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

文
体
や
構
成
に
も
共
通
性
は
乏
し
い
。
む
し
ろ
差
異
が
際
立
つ

と
も
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
叙
述
が
詳
細
で
王
朝
文
学
的
内
質
を
も
ち
、
「
世

継
」
を
含
む
別
称
を
も
つ
作
品
を
「
世
継
三
作
」
と
呼
称
し
て

特
別
視
し
、
簡
明
で
教
育
的
で
漢
文
製
肌
文
を
基
調
と
す
る
中

一
歴
史
物
語
観
の
確
立
過
程

世
前
期
の
歴
史
物
証
叩
群
な
ど
を
一
括
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
3
。

前
者
は
又
木
花
物
語
』
『
大
鏡
』
『
今
鏡
』
で
あ
り
、
後
者
に
は

『
水
鏡
』
『
秋
津
島
物
語
』
『
六
代
勝
事
記
』
な
ど
が
属
す
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
歴
史
物
語
は
大
き
く
二
つ
に
分
断
さ

れ
る
。
鏡
物
系
の
枠
物
語
や
年
代
記
式
歴
史
物
語
、
近
世
の
擬

古
的
作
品
を
独
立
し
た
一
群
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

賛
美
的
な
『
栄
花
物
語
』
と
『
増
鏡
』
を
『
大
鏡
』
や
『
今
鏡
』

か
ら
独
立
さ
せ
る
見
解
も
あ
る
3
。
藤
氏
中
心
の
歴
史
物
語
と

源
氏
中
心
の
歴
史
物
語
と
に
二
分
す
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
り

得
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
歴
史
物
語
」
の
定
義
・
分
類
は
未
確

定
で
あ
り
、
所
属
す
る
作
品
を
選
定
す
る
根
拠
は
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
え
木
花
物
語
』
と
四
鏡
が
歴
史
物

語
の
典
型
的
、
基
本
的
、
中
心
的
な
作
品
と
見
な
さ
れ
る
こ
と

が
一
般
的
で
、
歴
史
物
語
観
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
も
言
い

乍
侍
る
、
:
本
稿
は
、
こ
こ
に
至
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
、
『
池
の
藻
屑
』
研
究
の
前
提
を
調
え
た
い
。

私
見
に
ょ
れ
ぱ
、
以
下
の
よ
う
に
、
こ
の
「
定
説
」
の
遠
因

を
十
四
世
紀
に
、
近
因
を
二
十
世
紀
前
半
に
見
い
だ
す
こ
と
が

福
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で
き
る
。

遠
因
は
『
増
鏡
』
序
文
に
あ
る
。

い
さ
。
た
、
、
お
ろ
く
見
及
び
し
物
ど
も
は
、
水
鏡
と
い

ふ
に
や
。
神
武
天
皇
の
御
代
よ
り
、
い
と
あ
ら
、
か
に
し

る
せ
り
。
か
の
次
に
は
、
大
鏡
、
文
徳
の
い
に
し
へ
よ
り
、

後
一
条
の
御
門
ま
で
侍
り
し
に
や
。
又
世
継
と
か
、
四
十

帖
の
草
子
に
て
、
延
喜
よ
り
堀
川
の
先
帝
ま
で
は
す
こ
し

細
や
か
な
め
る
。
又
な
に
が
し
の
大
臣
の
書
き
給
へ
る
と

聞
き
侍
し
今
鏡
に
、
後
一
条
よ
り
高
倉
の
院
ま
で
あ
り
し

な
め
り
。
ま
こ
と
や
、
い
や
世
継
は
、
隆
信
朝
臣
の
、
後

鳥
羽
院
の
位
の
御
ほ
ど
ま
で
を
し
る
し
た
る
と
ぞ
見
え
侍

り
し
。
そ
の
後
の
事
な
ん
、
い
と
お
ぽ
つ
か
な
く
な
り
に

け
り
、
:
(
二
四
九
頁
)

『
水
鏡
』
 
1
 
『
大
鏡
』
 
1
 
『
今
鏡
』
 
1
 
『
弥
世
継
』
 
1
 
『
増
鏡
』

と
い
う
一
系
列
の
時
間
的
連
続
、
日
本
通
史
の
完
成
が
明
示
さ

れ
、
強
調
さ
れ
、
具
象
化
さ
れ
、
こ
れ
を
起
点
と
し
て
現
在
に

通
じ
る
歴
史
物
語
の
定
義
と
範
囲
が
定
着
し
、
一
般
化
し
た
と

考
え
ら
れ
る
、
:
た
だ
し
、
こ
こ
に
現
れ
た
通
史
の
単
一
系
列

に
は
『
栄
花
物
語
』
が
入
ら
な
い
と
い
う
一
種
の
不
整
合
が
生

じ
た
点
は
看
過
で
き
な
い
。

近
因
に
つ
い
て
は
、
別
稿
テ
、
で
も
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
芳
賀
矢
一
の
講
義
と
沼
澤
龍
雄
の
述
作
の
中
に
あ
る
。

大
正
七
年
度
(
一
九
一
八
)
の
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
の

講
義
「
歴
史
物
語
」
に
お
い
て
、
芳
賀
は
「
平
安
時
代
に
発
生

し
た
仮
名
物
語
の
歴
史
」
と
し
て
『
栄
花
物
語
』
『
大
鏡
』
『
水

鏡
』
『
増
鏡
』
『
今
鏡
=
池
の
藻
屑
』
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
七
作

品
が
歴
史
物
語
に
属
す
る
と
一
言
明
し
た
、
:
「
定
説
」
歴
史
物

語
の
起
動
の
瞬
間
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
栄
花
』
を
除
く
六
作

を
神
武
帝
か
ら
後
陽
成
帝
ま
で
の
通
史
を
形
成
す
る
点
で
重
視

し
、
六
作
が
『
大
鏡
』
型
の
枠
物
語
形
式
を
共
有
す
る
点
か
ら

『
梅
松
論
』
と
言
豆
鑑
』
を
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
三
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
昭
和
二
年
(
一
九
二
七
)
、
沼
澤
龍
雄

は
『
栄
花
物
語
』
『
大
鏡
』
『
今
鏡
=
水
鏡
』
『
増
鏡
』
『
月
の

ゆ
く
へ
』
『
池
の
藻
屑
』
を
歴
史
物
語
と
認
定
し
一
、
七
年
後

に
は
、
そ
れ
に
新
発
見
の
『
秋
津
島
物
語
』
三
を
加
え
た
八
作

品
が
「
厳
密
な
意
味
に
於
け
る
歴
史
物
語
」
で
あ
り
、
芳
賀
矢

一
に
始
発
し
た
「
歴
史
物
語
」
の
呼
称
が
一
般
化
し
た
と
揚
言

し
た
三
。
沼
澤
が
『
梅
松
論
』
『
豊
鑑
』
な
ど
を
取
り
上
げ
な

が
ら
厳
密
な
意
味
の
歴
史
物
栗
ら
除
外
し
た
の
も
芳
賀
説
の

踏
襲
と
理
解
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
芳
賀
の
講
義
に
端
を
発
し
た
歴
史
物
語
理

解
が
沼
澤
に
ょ
っ
て
普
遍
化
さ
れ
、
一
般
化
が
促
進
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
著
作
や
解
説
に
、
同
様
の
意
味
で
の

「
歴
史
物
語
」
が
タ
タ
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
そ
れ

を
証
す
る
、
り
。
こ
の
段
階
で
通
説
が
確
定
し
、
現
在
に
ま
で
至
っ

て
い
る
と
言
っ
て
ょ
い
で
あ
ろ
、
?
り
。

こ
れ
を
『
増
鏡
』
に
明
示
さ
れ
た
作
品
群
が
、
そ
の
ま
ま
に

現
在
の
歴
史
物
語
作
品
群
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
要
約
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
作
品
群
統
括
の
明
確
な

^
^
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
冒
^
に
述
、
、
^
た
よ
、
つ
に

゛
、
、



歴
史
物
語
の
定
義
も
範
囲
も
確
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
通
説
の
八
作
品
を
根
拠
と
し
て
、
そ
の
共
通
項
に
ょ
っ

て
定
義
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
B
、
本
質
が
究
明
さ

れ
た
上
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
該
当
作
品
群
の
範
囲
が
画
定
さ

れ
る
こ
と
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
言
わ
、
ざ
る
を
得
な
い
。
直
列
型

の
通
史
系
列
か
ら
枢
要
作
品
『
栄
花
物
語
』
が
除
外
さ
れ
て
し

ま
う
矛
盾
も
依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

、

右
の
よ
う
に
通
説
が
確
立
し
て
い
く
の
と
ほ
ぽ
同
時
期
の
昭

和
九
年
(
一
九
三
四
)
に
、
通
説
と
は
異
な
る
歴
史
物
語
観

歴
史
物
語
史
が
呈
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
和
田

英
松
の
「
増
鏡
の
研
究
」
冒
頭
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。

国
文
に
書
き
綴
つ
た
歴
史
中
、
最
も
古
い
の
は
古
事
記

で
、
神
代
よ
り
推
古
天
皇
ま
で
が
記
し
て
あ
る
。
そ
の
後

に
出
来
た
の
が
栄
華
物
語
で
、
醍
醐
天
皇
よ
り
、
堀
河
天

皇
ま
で
を
載
せ
て
あ
る
。
そ
れ
か
ら
大
鏡
、
水
鏡
、
今
鏡
、

弥
世
継
、
増
鏡
が
次
々
に
撰
ば
れ
て
、
神
武
天
皇
よ
り
、

後
醍
醐
天
皇
の
建
武
中
興
ま
で
続
い
て
ゐ
る
。
九
條
公
爵

家
旧
蔵
の
指
南
抄
に
は
、
増
鏡
の
次
に
、
弥
増
鏡
を
列
ね

て
、
称
光
天
皇
以
後
、
後
柏
原
天
皇
ま
で
と
し
て
あ
つ
た

と
云
ふ
事
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
増
鏡
と
弥
増
鏡
と
の
中
間
、

南
北
朝
よ
り
後
小
松
天
皇
ま
で
の
も
の
、
み
が
、
な
か
つ

た
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
但
し
今
鏡
は
一
に
続
世
継
と
称

二
も
う
一
つ
の
歴
史
物
語
史

し
、
そ
の
次
が
弥
世
継
で
あ
る
の
を
以
て
考
へ
る
と
、
或
は

増
鏡
の
次
に
続
増
鏡
と
い
ふ
も
の
が
あ
つ
て
、
南
北
朝
よ
り

後
小
松
天
皇
ま
で
を
記
し
、
そ
れ
に
続
い
て
、
弥
増
鏡
が
撰

ば
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ

う
す
る
と
、
水
鏡
よ
り
弥
増
鏡
ま
で
の
七
書
に
、
神
武
天
皇

よ
り
後
柏
原
天
皇
ま
で
、
連
続
す
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ど
惜
し
い
事
に
は
、
弥
世
継
と
、
弥
増
鏡
は
、
今
世
に

伝
は
つ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
続
増
鏡
と
い
ふ
べ
き
も
の
、

あ
つ
た
事
も
聞
か
な
い
の
で
あ
る
。
但
し
安
永
の
頃
荒
木
田

麗
子
が
、
月
の
ゆ
く
へ
三
巻
を
書
い
て
、
弥
世
継
の
代
と
し
、

池
の
藻
屑
十
四
巻
を
著
は
し
て
増
鏡
に
接
続
し
、
慶
長
の
始

ま
で
を
書
い
た
の
で
あ
る
8
。
(
三
七
五
頁
)

こ
の
後
に
、
鏡
物
に
共
通
す
る
枠
物
語
形
式
を
「
談
話
を
筆

記
し
た
趣
」
と
し
て
重
視
し
つ
つ
四
鏡
が
傭
瞰
さ
れ
、
本
題
で

あ
る
『
増
鏡
』
研
究
の
前
奏
を
な
し
て
い
る
。

和
田
に
ょ
れ
ば
、
『
古
事
記
』
か
ら
又
木
花
物
語
』
へ
と
続
く

「
国
文
に
書
き
綴
つ
た
歴
史
」
の
中
で
、
『
大
鏡
』
『
水
鏡
』

『
今
鏡
』
・
散
供
『
弥
世
継
』
『
増
鏡
』
・
散
俟
『
弥
増
鏡
』

の
六
作
品
が
日
本
通
史
を
形
成
す
る
点
で
一
括
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
近
世
に
補
わ
れ
た
『
月
の
ゆ
く
へ
』
と
『
池
の
藻
屑
』
も
同

一
系
統
に
属
し
て
い
る
。
「
談
話
を
筆
記
し
た
趣
」
(
枠
物
語
)
の

共
有
に
ょ
っ
て
こ
れ
ら
は
さ
ら
に
近
接
し
、
U
、
『
古
事
記
』
と
と

も
に
『
栄
花
物
語
』
は
埒
外
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

「
歴
史
物
語
」
と
い
う
名
辞
は
用
い
ら
れ
な
い
が
、
芳
賀
・
沼

澤
に
ょ
る
通
説
と
は
異
な
る
八
作
品
に
ょ
る
歴
史
物
語
観
が
明



示
さ
れ
て
い
る
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
和
田
は
昭
和
十
一
年
刊
行
の
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証
』

(
明
治
書
院
)
に
お
い
て
『
秋
津
島
物
語
』
を
紹
介
・
検
証
し
な
が

ら
も
歴
史
物
語
の
系
列
に
加
え
て
い
な
い
。
『
秋
津
島
物
語
』
を
歴

史
物
語
に
加
え
る
沼
澤
の
論
ぢ
り
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
念
頭

に
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
『
水
鏡
』
の
前
を
補
う
作
品
と
は

認
め
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
ヨ
、
。
『
秋
津
島
物
語
』
が

『
水
鏡
』
の
直
前
の
時
代
を
補
い
、
四
鏡
と
同
列
の
作
品
で
あ
っ

た
見
な
す
こ
と
の
当
否
は
決
し
難
い
の
が
現
状
で
あ
る
の
で
a
、

和
田
の
判
断
の
是
非
も
決
し
難
い
が
、
通
説
と
は
異
な
る
歴
史

物
語
史
が
素
描
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
傍
証
す
る
で
あ
ろ
う
。

和
田
の
「
国
文
に
書
き
綴
つ
た
歴
史
」
は
、
芳
賀
の
「
国
文
で

記
し
た
歴
史
」
3
や
沼
澤
の
「
国
文
に
て
書
か
れ
た
る
歴
史
」
三

と
酷
似
す
る
。
お
そ
ら
く
両
者
(
三
者
)
が
捉
え
た
作
品
群
の

性
質
に
大
差
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
『
栄
花
物
語
』
の
位

置
つ
け
に
お
い
て
大
き
く
相
違
す
る
。
立
木
花
物
語
』
の
重
要

性
を
優
先
す
る
の
が
沼
澤
説
で
、
通
史
形
成
を
優
先
す
る
の
が

和
田
説
で
あ
る
と
約
言
で
き
る
が
、
そ
も
そ
も
歴
史
物
語
の
中

心
に
立
木
花
』
を
置
く
こ
と
と
歴
史
物
語
の
本
質
に
時
間
的
連

結
を
見
い
だ
す
こ
と
と
は
両
立
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
増
鏡
』
序
文
に
お
け
る
不
整
合
で
あ
り
、
『
増
鏡
』
の
構
想
に

内
包
さ
れ
た
矛
盾
の
反
映
で
あ
る
と
推
老
す
る
が
、
本
稿
で
は

論
及
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
和
田
の
把
捉
に
従
う
場
△
口
、
通
史

形
成
に
凱
語
が
生
じ
な
い
点
に
着
目
し
た
い
。

無
論
、
和
田
の
本
旨
は
「
増
鏡
の
研
究
」
で
あ
り
、
『
増
鏡
』

を
対
象
と
し
た
総
説
の
序
題
に
相
当
す
る
の
で
、
純
粋
な
歴
史

物
語
論
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
よ
う
な
条
件
下
で
あ
っ
て
も
、
通
説
確
立
と
ほ
と

ん
ど
同
時
期
に
、
そ
の
潮
流
の
中
に
あ
っ
て
、
別
様
の
歴
史
物

語
史
が
顕
現
し
て
い
た
事
実
は
決
し
て
軽
視
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
加
え
て
、
『
弥
増
鏡
』
に
ょ
っ
て
『
続
増
鏡
』
の
存
在

を
推
察
し
た
点
も
注
目
に
値
す
る
。
『
増
鏡
』
に
ょ
っ
て
創
始

さ
れ
た
直
列
型
の
歴
史
物
語
系
列
が
『
増
鏡
』
以
降
に
も
持
続

し
た
状
態
を
可
視
化
し
た
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
む
る

三
『
増
鏡
』
に
ょ
る
歴
史
物
語
史
再
編

「
歴
史
物
語
」
の
用
語
の
定
着
は
、
古
来
か
ら
「
世
継
物
語
」
ま

た
は
「
鏡
」
と
し
て
漠
然
と
し
た
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
作
品

群
が
初
め
て
固
有
の
名
称
で
統
括
さ
れ
た
点
に
意
義
が
認
め
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
漠
然
と
し
た
ま
と
ま
り
の
根
拠
は
、
『
栄
花
物
語
』

と
『
大
鏡
』
と
が
と
も
に
「
世
継
(
物
語
)
」
で
あ
る
点
、
『
今
鏡
』

と
『
水
鏡
』
が
作
品
内
に
『
大
鏡
』
の
後
継
作
品
で
あ
る
こ
と
を

明
記
す
る
点
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
大
鏡
』

中
心
の
ま
と
ま
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
趨
勢
の
中
で
『
唐

鏡
=
秋
津
島
物
語
』
『
宝
物
集
』
等
が
著
作
さ
れ
た
が
、
『
大
鏡
』

と
の
関
係
に
は
触
れ
ら
れ
ず
、
ま
と
ま
り
の
中
央
に
は
位
置
つ
け

ら
れ
な
い
。
『
無
名
草
子
』
に
は
『
大
鏡
』
の
名
が
見
え
る
が
、

性
格
の
背
反
を
明
瞭
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
大
鏡
』
に
隣
接
す

る
と
は
言
え
な
い
。
ま
と
ま
り
の
根
拠
は
時
問
的
連
結
や
通
史
形
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成
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

作
品
内
の
言
辞
に
基
づ
い
て
『
栄
花
物
語
』
『
大
鏡
』
『
今
鏡
』

『
水
鏡
』
が
一
応
ま
と
ま
り
、
そ
の
周
辺
に
『
唐
鏡
』
や
『
無

が
一

名
草
子
』
な
ど
の
多
数
の
作
品
が
点
在
し
、
境
界
の
不
分
明
な

漠
然
と
し
た
ま
と
ま
り
と
な
り
、
『
六
代
勝
事
記
』
や
『
五
代

帝
王
物
語
』
の
よ
う
な
枠
物
語
形
式
を
用
い
な
い
国
文
の
歴
史

叙
述
が
並
存
し
て
い
た
と
い
う
の
が
鎌
倉
時
代
ま
で
の
実
状
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
南
北
朝
期
以
降
も
『
梅
松
論
』
『
保
暦

間
記
』
『
神
明
鏡
』
等
の
同
趣
作
品
が
多
出
す
る
中
に
あ
っ
て
、

『
増
鏡
』
に
ょ
る
歴
史
物
語
史
再
編
成
(
{
疋
説
の
遠
因
)
が
行

わ
れ
た
と
推
断
で
き
る
ヨ
。

こ
う
し
て
『
増
鏡
』
序
文
に
ょ
っ
て
具
現
し
た
歴
史
物
語
史

は
、
各
作
品
の
対
象
と
す
る
期
間
を
連
結
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

必
然
的
に
『
増
鏡
』
以
降
に
も
延
長
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
は
『
大
鏡
』
を
中
心
に
放
射
線
状
に
拡
散
す
る
傾
向
に

あ
っ
た
漠
然
と
し
た
作
品
群
の
中
か
ら
一
直
線
状
の
作
品
縦
列

を
抽
出
し
、
そ
の
最
後
尾
に
自
ら
を
配
置
す
る
と
こ
ろ
に
『
増

鏡
』
の
意
図
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
達
成
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、

『
増
鏡
』
の
歴
史
叙
述
の
最
終
時
点
を
始
点
と
す
る
後
継
作
品

が
生
み
出
さ
れ
る
条
件
が
整
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
和
田
英
松
が
『
弥
増
鏡
』
を
取
り
上
げ
、
『
続
増
鏡
』

の
存
在
を
予
想
し
た
こ
と
の
意
義
が
鮮
明
に
な
る
。
『
増
鏡
』

『
続
増
鏡
』
 
1
 
『
弥
増
鏡
』
と
い
う
系
列
の
存
在
は
、
『
増
鏡
』

に
ょ
る
歴
史
物
語
史
再
編
成
が
承
腎
れ
、
維
持
さ
れ
た
こ
と

を
実
証
す
る
か
ら
で
あ
る
1
 
『
増
鏡
』
に
始
発
し
た
歴
史
物

、

語
史
把
握
が
継
続
的
に
受
容
さ
れ
、
現
在
の
歴
史
物
語
認
識
に

直
結
し
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
現
行

「
歴
史
物
語
」
は
『
増
鏡
』
の
構
想
の
産
物
で
あ
る
と
極
言
し

て
も
大
過
な
く
、
『
増
鏡
』
を
分
岐
点
に
歴
史
物
語
史
は
変
容

し
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
歴
史
物
語
観
が
定
着
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

「
増
鏡
』
以
降
の
歴
史
物
語
が
間
断
な
く
追
加
さ
れ
、
そ
の
縦

列
が
際
限
な
く
未
来
に
延
長
す
る
こ
と
が
当
為
と
な
り
、
荒
木

田
麗
女
の
二
作
が
歴
史
物
語
作
品
群
に
属
す
る
と
考
え
る
こ
と

を
妨
げ
る
も
の
は
も
は
や
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
『
増
鏡
』
成
立
に
ょ
っ
て
、
四
鏡
が
強
固
に
一

括
さ
れ
た
こ
と
が
歴
史
物
語
の
本
質
的
定
義
を
困
難
も
し
く
は

不
可
能
に
し
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
王
朝
的
な
『
今
鏡
』

や
『
増
鏡
』
と
中
世
的
な
『
水
鏡
』
を
包
含
で
き
る
要
因
は
少

な
い
に
違
い
な
い
し
、
各
作
品
の
成
立
時
期
が
古
代
か
ら
近
世

近
く
に
広
が
る
た
め
に
共
通
項
が
減
少
す
る
の
も
否
定
で
き
な

『
増
鏡
』
式
の
歴
史
物
語
編
成
は
半
永
久
的
に
後
続
作
品

、
0

しを
生
み
出
し
、
必
然
的
に
各
作
品
問
の
異
質
性
が
顕
著
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、
『
池
の
藻
屑
』
や

『
月
の
ゆ
く
へ
』
は
十
分
に
歴
史
物
語
の
範
囲
内
に
あ
る
と
言
っ

て
支
障
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
二
作
が
な
け
れ
ば
通

史
が
完
成
し
な
い
点
か
ら
、
二
作
が
歴
史
物
語
系
譜
を
確
定
さ

せ
た
意
義
が
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
ぎ
。

松
村
博
司
は
、
歴
史
物
語
に
つ
い
て
「
似
て
い
る
け
れ
ど
も

性
質
の
多
少
異
な
る
作
品
群
を
あ
と
か
ら
一
括
総
称
し
た
」
も
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の
で
「
時
代
的
必
然
性
か
ら
の
み
出
た
も
の
で
は
な
い
」
と
説

明
し
、
「
そ
れ
ゆ
え
『
月
の
ゆ
く
へ
』
『
池
の
藻
屑
』
を
除
外
す

る
必
要
は
な
い
」
と
提
言
す
る
三
。
賛
同
し
た
い
。
一
方
、
原

岡
文
子
は
、
こ
の
二
作
に
つ
い
て
「
発
生
の
時
代
的
必
然
性
の

認
め
ら
れ
ぬ
先
行
作
品
の
模
倣
的
性
格
」
を
も
つ
こ
と
か
ら

「
本
来
の
歴
史
物
曹
準
ず
る
二
次
的
成
立
の
作
品
群
」
と
捉

え
る
、
ぞ
。
し
か
し
、
『
増
鏡
』
式
歴
史
物
語
観
を
認
め
る
な
ら

ぱ
、
「
準
ず
る
」
も
「
二
次
的
」
も
妥
当
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

福
長
進
は
、
先
行
作
品
が
対
象
化
す
る
時
代
の
後
を
継
ぎ
、
空

白
を
埋
め
て
相
互
に
「
連
環
体
」
を
な
す
歴
史
物
語
を
「
各
作
品

の
個
性
を
残
し
つ
つ
も
、
ひ
と
つ
の
歴
史
編
述
の
営
み
」
と
見
な

し
、
「
歴
史
物
証
叩
」
を
マ
ン
ヤ
ン
ル
の
呼
称
で
は
な
く
、
作
品
を

越
え
て
連
環
体
を
な
す
歴
史
編
述
」
と
捉
え
直
す
,
、
、
。
作
品
内

容
や
本
質
よ
り
も
各
作
品
の
時
間
的
連
結
と
系
列
化
を
優
先
す

る
視
座
が
提
起
さ
れ
た
も
の
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
に
従
う
と
文
学
的
性
格
や
歴
史
的
思
想
性
の
異
質
な
作
品
を

歴
史
物
語
の
範
囲
か
ら
除
外
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
と
『
池
の
藻

屑
』
を
歴
史
物
語
か
ら
排
除
す
る
要
因
は
消
失
す
る
と
言
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
、
つ
。

、

文
学
史
記
述
の
通
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
間
的
連
鎖
と
連

続
に
基
づ
く
和
田
英
松
式
包
括
方
法
を
採
り
、
『
増
鏡
』
の
先

行
作
品
再
編
成
に
依
拠
す
る
と
、
近
世
二
作
品
と
四
鏡
と
を
区

別
す
る
根
拠
は
皆
無
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
先
行
歴
史
物
語
諸
作
品
と
こ
の
二
作
品
と
の
間
に

成
立
時
代
に
お
い
て
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
完
全
に
慮

外
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
文
学
や
歴
史
の
理
解
に
関
し
て
、

王
朝
時
代
と
江
戸
時
代
と
は
本
質
的
に
隔
絶
す
る
側
面
が
少
な

く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
取
り
扱
う
時
代
が
王
朝
時
代
か

ら
遠
く
離
れ
る
『
池
の
藻
屑
』
に
つ
い
て
は
軽
視
で
き
な
い
。

尾
上
八
郎
は
、
四
鏡
に
は
「
一
篇
の
理
想
と
し
て
見
る
べ
き
も

の
」
が
あ
る
た
め
「
生
気
」
と
「
光
彩
」
が
腎
ら
れ
る
の
に
対

し
て
、
『
池
の
藻
屑
』
に
は
そ
れ
が
な
く
「
た
、
、
列
叙
で
あ
る
、

記
録
で
あ
る
。
こ
の
外
に
何
も
な
い
。
」
と
断
じ
た
@
。
松
村
博

司
も
「
史
実
を
簡
潔
に
述
べ
た
も
の
」
と
総
括
し
、
「
麗
女
の
文

才
に
見
る
べ
き
も
の
な
し
と
は
し
な
い
」
と
添
え
る
が
、
文
学
と

し
て
の
統
一
性
や
主
題
に
関
す
る
指
摘
は
な
い
ヨ
。
最
近
に
も
、

「
文
学
作
品
と
し
て
の
評
価
は
低
い
」
と
評
さ
れ
る
モ
。

し
か
し
、
史
料
や
典
拠
の
探
求
を
除
い
て
、
作
品
全
体
の
内

実
に
つ
い
て
の
精
査
は
今
日
ま
で
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

主
題
、
構
想
、
文
学
性
に
つ
い
て
、
ま
た
は
歴
史
物
語
と
し
て

の
性
格
に
つ
い
て
改
め
て
老
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

鏡
物
系
歴
史
物
語
の
場
合
、
「
鏡
」
と
し
て
の
枠
物
語
構
造
が

機
能
し
て
い
る
か
、
「
世
継
」
構
想
が
中
心
軸
と
し
て
作
品
全

体
を
統
御
し
て
い
る
か
、
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
は

近
世
の
所
産
で
あ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
『
月
の
ゆ
く
へ
』
と

『
池
の
藻
屑
』
は
歴
史
物
語
の
本
流
に
入
ら
な
い
の
が
既
存
の

四
『
池
の
藻
屑
』
の
枠
物
語
構
想
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じ
め
て
文
学
(
ま
た
は
歴
史
叙
述
)
と
し
て
の
性
格
や
価
値
が

検
証
の
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
対
象
は
『
池
の
藻
屑
』
で
あ
る
が
、
同
じ
問
題
を
脛
胎

す
る
『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
二
度
考
究
し
、
歴

史
物
語
と
見
な
し
得
る
点
を
指
摘
し
た
。
ま
ず
第
一
に
枠
物
語
構

造
に
つ
い
て
考
察
し
、
歴
史
語
り
の
場
所
や
語
り
手
の
設
定
は
不

完
全
で
は
あ
る
が
『
増
鏡
』
に
近
い
程
度
に
は
機
能
し
て
い
る
と

論
じ
た
ゑ
、
。
第
二
に
、
作
品
の
核
心
と
な
る
皇
位
継
承
史
構
想

と
そ
れ
に
連
動
す
る
廷
臣
史
構
想
に
つ
い
て
検
証
し
、
先
行
歴

史
物
語
に
匹
敵
す
る
精
度
を
抽
出
し
た
が
、
精
確
性
が
も
た
ら

す
不
統
一
も
見
ら
れ
た
三
。
こ
の
特
性
は
尾
上
の
評
価
に
通
じ

る
。
ま
た
、
対
象
期
間
が
短
く
、
皇
位
継
承
の
事
例
そ
の
も
の

が
少
な
す
ぎ
て
適
正
に
考
究
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
対
象
期
間

の
長
い
『
池
の
藻
屑
』
と
と
も
に
再
検
討
す
る
こ
と
を
付
言
し

メ

こ
の
『
月
の
ゆ
く
へ
』
に
つ
い
て
の
第
二
の
観
点
が
本
稿
を

序
説
と
す
る
『
池
の
藻
屑
』
研
究
の
本
論
と
な
り
、
第
一
の
枠

物
語
構
想
に
つ
い
て
は
、
本
稿
需
及
し
て
お
く
。

『
池
の
藻
屑
』
は
、
あ
る
人
物
の
一
人
称
で
起
筆
さ
れ
る
。
石

山
寺
で
遭
遇
し
た
老
尼
に
、

皇
の
し
ろ
し
め
す
御
代
の
事
、
上
り
て
の
は
、
は
か
な
き

書
な
ど
に
て
ほ
の
ぐ
見
し
事
も
侍
る
を
、
後
醍
醐
の
帝

の
芳
野
に
移
ら
せ
お
は
し
ま
し
し
頃
ほ
ひ
ょ
り
、
末
の
こ

と
な
む
い
と
ゆ
か
し
う
侍
る
を
、
か
つ
ぐ
も
も
ら
し
給

は
む
や
。
(
三
五
頁
)

、

と
昔
語
り
を
要
求
し
、
そ
れ
に
応
え
て
、
老
尼
が
後
醍
醐
朝
か

ら
後
陽
成
朝
ま
で
の
十
四
代
の
歴
史
を
十
四
巻
に
分
け
て
語
る
、

と
い
う
設
定
で
あ
る
。

鏡
物
系
歴
史
物
語
の
枠
物
語
形
式
を
踏
襲
す
る
も
の
で
、
こ

の
「
あ
る
人
物
」
が
聞
き
手
に
な
る
が
、
そ
の
素
性
は
明
ら
か

に
さ
れ
な
い
。

「
あ
る
人
物
」
が
「
作
者
」
と
見
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
S
。

し
か
し
、
文
意
か
ら
は
「
聞
き
手
」
以
外
に
は
解
釈
で
き
な
い
。

聞
き
手
と
作
者
と
を
厳
然
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

『
月
の
ゆ
く
へ
』
と
同
様
で
あ
る
@
。

『
池
の
藻
屑
』
の
枠
物
語
部
分
は
、
序
文
(
歴
史
語
り
の
契
機
)

と
後
醍
醐
か
ら
後
陽
成
ま
で
の
歴
史
語
り
か
ら
な
る
(
三
三

S
三
三
三
頁
)
。
歴
史
語
り
は
一
首
の
歌
で
閉
じ
ら
れ
、
直
後

に
作
者
の
践
文
が
付
さ
れ
る
。
「
唐
倭
の
書
の
巻
々
は
」
会
三
一

三
頁
九
行
)
に
始
ま
り
、
著
作
事
情
や
題
名
の
由
来
な
ど
が
記

さ
れ
て
「
正
四
位
下
荒
木
田
武
遇
女
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
ま
で
が
践
文
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
が
麗
女
の
著
述
部
分

で
、
践
文
に
ょ
る
と
明
和
八
年
(
一
七
七
こ
一
月
一
日
か
ら

二
月
十
五
日
ま
で
の
問
に
執
筆
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
前
後
に
序
文
が
付
さ
れ
る
。
前
に
「
池
藻
屑
序
」

(
北
海
江
邨
)
、
後
に
「
題
池
藻
屑
篇
後
」
(
三
善
彦
明
)
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
安
永
九
年
(
一
七
八
0
)
の
日
付
で
あ

り
、
書
物
と
し
て
の
『
池
の
藻
屑
』
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
出
版
を
計
画
し
て
配
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
ヨ
。

作
品
世
界
の
棹
尾
が
登
場
人
物
の
詠
歌
で
あ
る
こ
と
と
序
文
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に
対
応
す
る
践
文
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
に
特
色
が
腎
ら
れ

る
。
「
唐
倭
の
書
の
」
で
始
ま
る
の
は
著
作
者
の
践
文
で
あ
っ

て
、
冒
頭
の
「
あ
る
人
物
」
で
は
な
い
の
で
、
作
品
世
界
内
で

は
序
文
に
対
す
る
践
文
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
歴
史
語
り
の
始

発
事
情
が
詳
述
さ
れ
て
い
て
、
終
了
ま
た
は
途
絶
場
面
を
欠
落

さ
せ
る
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

作
品
『
池
の
藻
屑
』
末
尾
の
歌
「
八
隅
し
る
君
が
め
ぐ
み
を

^
に
う
け
て
の
こ
る
く
ま
な
き
^
は
来
に
け
り
^
は
、
^
川
藤

孝
(
幽
斎
)
の
も
の
で
あ
る
。
未
来
を
予
祝
す
る
よ
う
で
あ
り
、

歴
史
物
語
の
祝
福
性
に
通
じ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
真
意
は
判
然

と
し
な
い
。
不
自
然
な
結
末
で
あ
る
。

実
は
、
こ
れ
と
同
様
の
構
造
を
も
つ
歴
史
物
語
が
一
作
品
だ

け
存
在
す
る
。
『
増
鏡
』
で
あ
る
。
作
者
不
明
歌
「
す
み
ぞ
め

の
色
を
も
か
へ
つ
月
草
の
移
れ
ば
か
は
る
花
の
こ
ろ
も
に
」

(
四
八
七
頁
)
を
も
っ
て
『
増
鏡
』
は
閉
幕
す
る
の
で
あ
る
。

暗
示
的
な
一
首
を
以
て
終
結
し
、
語
り
手
が
歴
史
語
り
を
終
え

た
事
情
が
ま
っ
た
く
説
明
さ
れ
な
い
点
で
両
作
品
は
酷
似
す
る
。

『
増
鏡
』
の
結
尾
を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
れ
ば
、
『
池
の
藻
屑
』

の
不
自
然
な
詠
歌
終
結
も
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

『
池
の
藻
屑
』
の
語
り
手
は
、
「
老
い
ぬ
る
尼
の
、
い
と
た
ふ

と
げ
に
念
珠
し
て
あ
る
」
人
物
と
し
て
聞
き
手
の
目
に
映
り
、

都
在
住
の
身
で
石
山
寺
に
は
時
折
参
詣
し
て
い
る
こ
と
が
語
り

手
本
人
に
ょ
り
明
か
さ
れ
る
(
一
一
三
・
三
四
頁
)
。
こ
れ

以
外
に
は
文
学
的
素
養
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
存
命
の
同
年

齢
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ほ
ど
の
高
齢
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
知

ら
れ
る
が
、
実
年
齢
、
経
歴
身
分
、
境
遇
は
ま
っ
た
く
語
ら

れ
な
い
。
そ
も
そ
も
『
池
の
藻
屑
』
の
歴
史
語
り
を
担
当
す
る

理
由
や
担
当
で
き
る
能
力
に
つ
い
て
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
も
『
増
鏡
』
と
一
致
す
る
。
「
穴
を
掘
り
て
も
、
い
ひ
入

る
ぱ
か
り
に
思
ひ
て
侍
る
」
(
一
一
五
頁
)
な
ど
『
大
鏡
』
を

踏
ま
え
た
表
現
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
昔
の
出
来
事
を
語
り
合

い
た
い
欲
求
を
も
つ
人
物
に
造
型
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
語
り

の
有
資
格
者
に
は
ほ
ど
遠
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

先
行
作
品
『
大
鏡
』
『
今
鏡
』
『
水
鏡
』
の
場
合
は
、
語
り
手

の
人
物
像
が
明
瞭
で
、
そ
の
作
品
内
の
歴
史
を
語
る
に
相
応
し

い
境
遇
や
資
質
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
『
梅
松
論
』
や
『
唐
鏡
』

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
中
に
あ
っ
て
、

『
増
鏡
』
の
語
り
手
だ
け
が
出
自
が
明
ら
か
で
な
く
、
歴
史
の

知
識
を
も
つ
根
拠
が
ま
っ
た
く
示
さ
れ
な
い
点
で
、
唯
一
例
外

的
に
『
池
の
藻
屑
』
に
類
似
す
る
。

外
枠
構
想
の
暖
昧
さ
、
不
完
全
さ
に
お
い
て
『
月
の
ゆ
く
へ
』

と
『
増
鏡
』
と
が
共
通
す
る
こ
と
は
す
で
に
論
じ
た
が
一

、

『
池
の
藻
屑
』
に
も
ま
っ
た
く
同
一
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
聞
き
手
が
寺
院
に
参
詣
し
て
、
老
尼
に
出
会

『
池
の
藻
屑
』
に
『
増
鏡
』
が
投
影
す
る
の
は
結
末
部
分
だ
け

で
は
な
い
。
序
文
に
設
定
さ
れ
る
歴
史
語
り
の
舞
台
に
も
影
郷

関
係
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
ず
、
語
り
手
に
注
目
す
る
。

五

『
増
鏡
』
型
歴
史
物
語
『
池
の
藻
屑
』
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い
、
昔
語
り
を
要
請
す
る
経
緯
も
一
致
す
る
の
で
、
『
池
の
藻

屑
』
は
『
月
の
ゆ
く
△
以
上
に
『
増
鏡
』
に
近
接
す
る
と
言

い
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
語
り
手
の
設
定
や
序
文
の
構
成
に
お
い
て
『
増

鏡
』
と
『
池
の
藻
屑
』
と
は
類
同
す
る
。
そ
の
不
明
確
さ
、
暖
昧

さ
は
非
現
実
的
で
さ
え
あ
り
、
夢
幻
世
界
に
お
い
て
清
涼
寺
や
石

山
寺
の
仏
の
化
身
や
精
霊
が
出
現
し
て
人
智
の
及
ぱ
な
い
物
語
を

展
開
す
る
と
い
う
情
景
を
思
わ
せ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
両
作

品
の
「
老
尼
」
は
実
は
同
一
存
在
で
、
『
増
鏡
』
の
語
り
手
が
再

来
し
て
『
増
鏡
』
の
続
編
を
『
池
の
藻
屑
』
と
し
て
語
り
足
し
た

と
仮
定
し
て
も
ほ
と
ん
ど
凱
語
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
本
文
の
歴
史
叙
述
に
も
『
増
鏡
』
と
の
直
接
的
関

係
が
指
摘
さ
れ
る
@
。
本
稿
の
段
階
で
は
そ
こ
に
は
論
及
し
な

い
が
、
外
枠
部
分
の
み
を
対
象
と
し
て
も
『
池
の
藻
屑
』
『
増

鏡
』
両
作
の
近
縁
性
は
決
し
て
否
定
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
著
作
者
麗
女
自
身
が
践
文
の
中
で
「
む
か
し
の
か
、
、

み
の
お
も
か
げ
め
き
て
、
こ
と
ぐ
し
け
れ
ど
、
さ
や
、
つ
の
す

ぢ
に
は
か
け
て
も
思
ひ
ょ
り
侍
ら
ず
」
(
三
三
四
頁
)
と
謙
遜

し
つ
つ
も
「
"
日
の
鏡
」
に
自
作
を
比
し
て
い
る
。
こ
の
「
鏡
」

は
四
鏡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
@
、
『
増
鏡
』
の
み
を
指
す
と

見
て
も
不
都
合
は
な
い
。

北
海
江
邨
(
江
村
北
海
)
の
序
(
「
池
藻
屑
序
」
)
に
お
い
て

シ
ノ
マ
リ
ニ
ル
ニ
チ
シ
テ

も
、
「
蓋
増
鏡
紀
載
肇
于
元
暦
、
詑
于
元
弘
。
此
書
乃
接
其

二

二

二

二

メ
ニ

ニ
ル

ノ

武
、
直
至
於
慶
長
初
、
中
間
二
百
七
八
十
年
」
(
一
 
0
八

、

-
 
0
九
頁
)
と
『
増
鏡
』
の
直
接
的
な
後
継
作
品
で
あ
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
池
の
藻
屑
』
の
外
枠
構
造
(
作
品
内
の

「
序
文
」
)
に
は
『
増
鏡
』
と
の
関
係
の
強
さ
が
表
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
外
周
部
分
(
作
品
外
の
「
践
文
」
)
に
も
『
増
鏡
』

の
継
承
作
品
で
あ
る
こ
と
が
刻
記
さ
れ
る
。
直
接
的
影
響
関
係

は
木
旦
疋
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

舩
戸
美
智
子
は
、
『
池
の
藻
屑
』
を
考
察
す
る
中
で
、
戦
国
時

代
を
描
き
な
が
ら
戦
闘
場
面
の
記
述
を
避
け
、
「
平
安
朝
と
の
つ

な
が
り
」
に
重
点
を
置
い
て
叙
述
す
る
点
に
注
目
し
、
鏡
物
に
継

ぐ
歴
史
物
証
叩
と
し
て
の
性
格
を
弱
く
し
た
と
評
価
す
る
,
、
。
し
か

し
、
こ
の
叙
述
方
法
こ
そ
が
歴
史
物
語
の
通
常
の
方
法
な
の
で
あ

り
、
『
増
鏡
』
の
姿
勢
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
を
。
歴
史
物
語
は

「
王
朝
」
の
価
値
観
の
も
と
に
発
祥
し
、
「
王
朝
」
の
持
続
す
る
世

界
を
描
出
し
強
調
す
る
た
め
に
『
増
鏡
』
型
歴
史
物
語
は
存
在
し

た
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

普
遍
的
な
解
説
の
中
で
『
池
の
藻
屑
』
は
「
美
化
し
創
作
的

に
な
り
、
歴
史
的
意
義
か
ら
か
け
は
な
れ
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
物

語
と
は
一
言
い
難
い
」
と
も
評
定
さ
れ
る
@
。
し
か
し
、
こ
の
作

品
が
広
義
の
歴
史
物
語
に
属
す
る
こ
と
は
疑
え
ず
、
「
美
化
」

「
創
作
的
」
は
歴
史
物
語
の
本
質
的
属
性
で
あ
る
の
で
、
む
し

ろ
「
い
わ
ゆ
る
歴
史
物
語
」
に
含
ま
れ
る
と
言
う
べ
き
で
は
な

い
か
。
「
歴
史
的
意
義
」
の
有
無
は
歴
史
物
語
で
あ
る
こ
と
の

判
定
に
関
与
し
な
い
の
で
あ
る
。
「
歴
史
書
と
い
う
よ
り
も
文

学
皇
白
」
@
と
い
う
見
方
が
む
し
ろ
相
応
し
い
。
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王
朝
時
代
の
「
世
継
三
作
」
を
原
点
と
す
る
通
有
的
歴
史
物

語
観
、
芳
賀
矢
一
や
沼
澤
龍
雄
に
確
立
さ
れ
た
一
般
的
歴
史
物

語
史
を
標
準
に
す
る
と
、
『
池
の
藻
屑
』
は
、
歴
史
物
語
の
亜

流
、
周
辺
的
作
品
に
し
か
位
置
つ
け
ら
れ
な
い
。
成
立
時
期
を

理
由
に
擬
歴
史
物
語
と
見
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
一
方
、
和

田
英
松
に
ょ
る
鏡
物
系
列
を
中
心
と
す
る
歴
史
物
語
観
を
標
準

に
す
る
と
、
『
池
の
藻
屑
』
は
正
規
の
歴
史
物
語
に
組
み
入
れ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
増
鏡
』
に
ょ
っ
て
再
編
さ
れ
た
歴
史
物
語

継
承
史
の
存
在
を
承
認
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、
『
池
の
藻
屑
』

は
『
月
の
ゆ
く
△
と
と
も
に
『
増
鏡
』
型
歴
史
物
語
の
系
譜

の
中
枢
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

(
1
)
拙
稿
「
歴
史
物
語
の
範
囲
と
系
列
」
(
『
島
根
大
学
教

育
学
部
紀
要
(
人
文
・
社
会
科
学
)
』
第
二
十
七
巻
第
一

二
号
、
平
成
五
年
十
二
月
・
平
成
六
年
三
月
)
参
照
。

(
3
 
拙
稿
「
中
世
に
お
け
る
歴
史
叙
述
と
通
史
教
育
」
(
『
日

本
文
学
』
第
四
十
六
巻
第
七
号
、
平
成
九
年
七
月
)
「
歴

史
物
語
の
語
り
手
設
定
の
継
承
と
展
開
」
(
『
島
根
大
学
社

会
福
祉
論
集
』
第
云
方
、
平
成
二
十
二
年
三
月
)
等
姦
。

(
3
)
西
沢
正
史
「
歴
史
物
語
・
文
学
的
特
色
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
『
増
鏡
』
を
中
心
に
し
て
1
」
(
『
墾
醐
編
』
歴
史
物

語
講
座
第
一
巻
、
平
成
十
年
、
風
問
書
房
刊
)
。

(
4
)
冒
石
波
日
本
古
典
文
学
辞
典
』
(
平
成
十
九
年
、
岩
波
書

店
刊
)
に
は
、
「
時
代
社
会
の
歴
史
や
為
政
者
の
生
涯
を

物
語
風
に
仮
名
文
で
叙
述
し
た
も
の
」
と
定
義
さ
れ
、
形

態
(
編
年
体
、
紀
伝
体
、
混
合
形
態
)
と
史
実
性
(
基
本

的
に
は
史
実
か
ら
雜
れ
な
い
が
、
誤
り
や
小
異
を
含
む
)

の
傾
向
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
広
く
ゆ
る
や

か
に
定
義
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
該
当
作
品
に
つ
い

て
は
、
又
木
花
物
語
』
と
四
鏡
が
代
表
的
作
品
で
、
『
秋
津

島
物
語
』
『
月
の
ゆ
く
へ
』
『
池
の
藻
屑
』
を
加
え
る
こ
と

も
あ
る
、
と
狭
小
に
捉
え
ら
れ
る
。

(
5
)
『
増
鏡
』
本
文
の
引
用
は
、
時
枝
誠
記
・
木
藤
才
蔵
校
注

「
増
鏡
」
(
『
神
皇
正
統
記
・
増
鏡
』
日
本
古
典
文
学
大
系

フ
、

昭
和
四
十
年
、
岩
波
書
店
刊
)
に
ょ
る
。

8

(
6
)
拙
稿
「
歴
史
物
語
の
系
譜
と
『
増
鏡
』
 
1
継
承
性
と
自

律
性
の
観
点
か
ら
1
」
(
『
島
大
国
文
』
第
二
十
号
、
平

成
三
年
十
二
月
)
等
参
照
。

(
7
)
拙
稿
「
歴
史
物
語
の
語
り
手
設
定
の
継
承
と
展
開
」

(
前
掲
<
3
 
)
。

(
8
)
芳
賀
矢
一
「
歴
史
物
語
」
(
『
芳
賀
矢
一
遺
著
』
昭
和

三
年
、
冨
山
房
刊
)
一
頁
。

(
9
)
前
掲
書
(
8
)
三
六
・
三
七
頁
。

(
四
沼
澤
龍
雄
「
歴
史
物
語
の
本
質
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』

第
四
巻
第
四
号
、
昭
和
二
年
四
月
)
。

(
Ⅱ
)
後
藤
丹
治
「
私
が
最
近
に
見
た
秋
津
島
物
語
」
(
『
芸
文
』

第
十
七
年
第
六
号
、
大
正
十
五
年
六
月
。
後
に
同
著
『
中
世

国
文
学
研
究
』
<
昭
和
十
八
年
、
磯
部
甲
陽
堂
刊
>
に
再
録
)

参
照



(
E
 
沼
澤
龍
雄
「
歴
史
物
語
の
研
究
」
(
『
日
本
文
学
講
座
』

第
三
巻
、
昭
和
九
年
、
改
造
社
刊
)
。
沼
澤
龍
雄
「
歴
史

物
語
」
(
『
日
本
文
学
大
辞
典
』
第
七
巻
、
昭
和
十
二
年
、

新
潮
社
刊
)
に
も
同
様
に
記
さ
れ
る
。

(
玲
)
峯
岸
義
秋
著
『
国
文
学
の
批
評
的
研
究
』
(
昭
和
七
年
、

山
海
堂
出
版
部
刊
)
、
山
岸
徳
平
「
日
本
文
学
書
目
解
説

会
ご
鎌
倉
時
代
(
下
)
」
(
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
』
昭

和
七
年
九
月
)
、
佐
藤
仁
之
助
著
『
平
安
文
学
史
』
(
昭
和

十
年
、
敬
文
堂
書
店
刊
)
な
ど
。

(
H
)
た
と
え
ば
、
松
村
博
司
「
歴
史
物
語
」
(
『
日
本
古
典

文
学
大
辞
典
』
第
六
巻
昭
和
六
十
年
、
岩
波
書
店
刊
)

『
栄
花
物
語
』
と
四
鏡
に
『
秋
津
島
物
語
』
『
月
の

こ
よ
、

ゆ
く
へ
』
『
池
の
藻
屑
』
を
加
え
た
八
作
品
が
ま
ず
代
表

作
と
し
て
示
さ
れ
て
、
そ
の
次
に
「
歴
史
物
語
的
な
一
面

を
持
つ
」
作
品
と
し
て
付
加
的
に
『
五
代
帝
王
物
語
』

『
六
代
勝
事
記
』
『
梅
松
論
』
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、

沼

澤
の
論
法
に
近
似
す
る
。

(
亜
岡
一
男
「
歴
史
物
語
」
(
『
日
本
文
学
講
座
』
第
二
巻

「
古
代
の
文
学
後
期
」
、
昭
和
二
十
五
年
、
河
出
書
房
刊
)
、

同
「
歴
史
物
語
」
(
(
『
講
座
日
本
文
学
』
第
四
巻
「
中
古

編
Ⅱ
」
、
昭
和
四
十
三
年
、
三
省
堂
刊
。
岡
一
男
の
二
編

は
同
著
『
古
典
造
巡
1
文
芸
学
試
論
1
』
<
昭
和
四
十
六

年
、
笠
問
書
院
刊
>
に
再
録
)
、
石
川
徹
「
歴
史
物
語
の

発
展
と
そ
の
史
的
地
位
」
(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第

十
五
巻
第
五
号
、
昭
和
二
十
五
年
五
月
。
同
著
『
平
安
時

、

代
物
語
文
需
』
<
昭
和
五
十
四
年
、
笠
間
書
院
刊
>
こι

再
録
)
、
益
田
宗
「
歴
史
物
語
1
暗
中
模
索
的
素
描
1
」

(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
二
十
八
巻
第
一
号
、
昭
和

三
十
八
年
一
月
)
、
河
北
騰
「
歴
史
物
語
研
究
史
」
(
『
総

論
編
』
<
前
掲
(
3
)
>
)
な
ど
。

(
芭
和
田
英
松
「
増
鏡
の
研
究
」
(
『
日
本
文
学
講
座
』
第

三
巻
昭
和
九
年
、
改
造
社
刊
。
同
著
『
国
史
器
』
<

昭
和
十
四
年
、
明
治
書
院
刊
>
に
修
訂
し
て
再
録
)
。
『
国

史
説
苑
』
版
の
段
階
で
増
補
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の

で
、
本
稿
で
の
引
用
は
『
国
史
説
苑
』
に
ょ
る
。
「
続
増

鏡
」
の
存
在
を
相
楚
す
る
部
分
は
初
出
に
は
な
く
、
修
訂

の
際
に
増
補
さ
れ
た
も
の
。

(
Ⅱ
)
散
供
の
『
弥
世
継
』
と
『
弥
増
鏡
』
に
つ
い
て
も
四
鏡
と

同
様
の
趣
向
で
あ
ろ
う
と
推
考
さ
れ
て
い
る
(
三
七
六
頁
)
。

(
玲
)
沼
澤
龍
雄
「
桂
宮
本
『
秋
津
島
物
語
』
」
(
『
松
井
博
士

古
稀
零
論
文
集
』
昭
和
七
年
、
目
黒
書
店
刊
。
『
歴
史

物
語
Ⅱ
』
<
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
晝
昭
和
四
十
八
年
、

有
精
堂
刊
>
に
再
録
)
。

(
N
)
た
だ
し
、
関
係
著
作
の
刊
行
年
時
が
近
く
、
執
筆
の
先

後
関
係
等
が
判
然
と
し
な
い
の
で
、
「
増
鏡
の
研
究
」
は

和
田
が
『
秋
津
島
物
語
』
の
実
態
を
知
ら
な
か
っ
た
段
階

で
の
考
察
の
可
能
性
が
あ
る
。

⑳
拙
稿
「
『
秋
津
島
物
語
』
の
輪
郭
1
 
「
歴
史
物
語
の
範

囲
と
系
列
」
補
説
1
」
(
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
四
号
、

平
成
六
年
二
月
)
参
照
。
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(
肌
)
(
8
)
に
同
じ
。

(
器
)
(
W
)
に
同
じ
。

(
器
)
た
だ
し
、
『
続
増
鏡
』
に
つ
い
て
は
、
岩
橋
小
彌
太

、し

「
世
継
考
」
(
同
著
『
上
代
史
籍
の
研
究
第
二
集
』
昭
和
三

十
三
年
、
吉
川
弘
文
館
刊
)
、
松
村
博
司
著
『
歴
史
物
語

改
訂
版
』
(
昭
和
五
十
四
年
、
塙
書
房
刊
)
一
三
頁
な
ど

に
稀
に
紹
介
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
意
味
や
意
義
が
追
求

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
0

(
弓
前
掲
拙
稿
(
6
)
、
拙
稿
「
散
俟
歴
史
物
語
『
弥
世
継
』

の
研
究
」
(
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
十
五
巻
、

平
成
二
十
三
年
十
二
月
)
等
参
照
。

(
答
岩
橋
小
彌
太
「
室
町
時
代
の
文
芸
」
(
『
岩
波
講
座
日

本
歴
史
』
第
五
巻
「
中
世
(
二
)
」
、
昭
和
九
年
刊
)
こι

「
増
鏡
の
後
に
弥
増
鏡
と
い
ふ
も
の
が
あ
つ
た
と
い
ふ
事

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
称
光
天
皇
か
ら
後
柏
原
天
皇
の
御
事

が
見
え
て
ゐ
た
と
い
ふ
か
ら
、
増
鏡
の
後
を
継
い
だ
世
継

物
が
な
ほ
二
三
種
あ
つ
た
ら
し
い
」
と
あ
り
、
『
増
鏡
』

の
後
継
作
品
の
存
在
を
二
作
以
上
想
定
し
て
、
和
田
説
を

補
強
す
る
。

(
鈴
)
森
安
雅
子
「
歴
史
物
語
の
系
譜
と
『
池
の
藻
屑
』
『
月

の
行
衛
』
」
(
『
日
杢
嘉
文
藝
研
究
』
第
六
驍
、
平
成
十

七
年
十
二
月
)
な
ど
。

(
包
松
村
博
司
著
前
掲
書
(
器
)
一
四
頁
。

(
器
)
原
岡
文
子
「
歴
史
物
語
」
(
『
歴
史
・
歴
史
物
語
・
軍

記
』
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
第
二
巻
、
昭
和
五
十
八
年
、

明
治
書
院
刊
)
。

西
)
福
長
進
著
『
歴
史
物
語
の
創
造
』
(
平
成
二
十
三
年
、

笠
間
書
院
刊
)
七
・
八
頁
。

(
四
尾
上
八
郎
「
解
題
」
(
『
校
註
日
本
文
学
大
系
』
第
十

三
巻
、
大
正
十
五
年
、
国
民
図
書
刊
)
三
・
三
二
頁
。

(
訂
)
松
村
博
司
著
前
掲
書
(
鈴
)
三
四
0
頁
。

(
認
)
雲
岡
梓
「
麗
女
と
馬
琴
1
歴
史
物
語
『
池
の
藻
屑
』
を

め
ぐ
つ
て
1
」
(
『
日
本
文
芸
研
究
』
第
六
十
四
巻
第
二

号
、
平
成
二
十
五
年
三
月
)
。

(
認
)
拙
稿
「
『
月
の
ゆ
く
へ
』
の
輪
郭
1
枠
物
語
形
式
の
継

承
と
変
容
1
」
(
『
島
大
国
文
』
第
三
十
三
号
、
平
成
二

十
三
年
三
月
)
。

(
誕
)
拙
稿
「
近
世
歴
史
物
語
と
し
て
の
『
月
の
ゆ
く
へ
』

宮
廷
貴
族
の
補
任
記
事
を
め
ぐ
つ
て
1
」
(
『
国
語
教
育

論
叢
』
第
二
十
石
ぢ
、
平
成
二
十
四
年
三
月
)
。

(
器
)
松
村
博
司
著
前
掲
書
(
器
)
三
三
四
頁
な
ど
。

(
豁
)
前
掲
拙
稿
(
即
)
参
照
。

(
巡
作
品
内
部
の
後
醍
醐
朝
か
ら
後
陽
成
朝
の
物
栗
某
年

某
日
に
老
尼
に
ょ
っ
て
語
ら
れ
た
こ
と
が
序
文
(
外
枠
)

に
記
さ
れ
、
作
品
『
池
の
藻
屑
』
は
成
り
立
つ
。
そ
れ
に

明
和
八
年
(
一
七
七
こ
の
自
践
が
付
さ
れ
一
書
が
成
り
、

安
永
九
年
(
一
七
八
0
)
に
北
海
江
邨
と
三
善
彦
明
の
序

か
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
認
)
拙
稿
露
)
。

(
即
)
(
鈴
)
に
同
じ
。
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(
卯
)
『
荏
日
本
文
学
大
系
』
第
十
三
巻
(
大
正
十
五
年
、
国

民
図
書
刊
)
頭
注
に
は
「
大
鏡
な
ど
四
鏡
」
と
記
さ
れ
る
。

(
4
)
舩
戸
美
智
子
「
『
池
の
藻
屑
』
『
月
の
ゆ
く
へ
』
 
1
女
流

文
学
者
の
古
典
趣
味
」
(
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五

十
四
巻
第
三
号
、
平
成
元
年
三
月
)
。

(
U
)
拙
稿
「
『
増
鏡
』
の
基
調
1
二
家
系
対
照
と
明
暗
循
環

の
構
図
1
」
(
『
文
芸
研
究
』
第
三
一
八
集
、
平
成
三
年

九
月
)
「
『
増
鏡
』
と
隠
岐
」
(
『
山
陰
地
域
研
究
』
第

八
号
、
平
成
四
年
三
月
)
等
参
照
。

(
四
瀬
古
ま
ち
子
「
池
の
藻
屑
」
(
『
日
本
古
典
文
学
大
辞

典
』
第
一
巻
、
昭
和
五
十
八
年
、
岩
波
書
店
刊
)
。

(
"
)
伊
東
多
三
郎
「
池
の
藻
屑
」
(
『
国
史
大
辞
典
』
第
一

巻
、
昭
和
五
十
四
年
、
吉
川
弘
文
館
刊
)
。

、
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